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【目的】日本では少子高齢化により介護人材不足が深刻化し，外国人介護人材の受け入れが進められている．現在，

EPA 候補者制度，介護在留資格，技能実習生制度，特定技能 1 号の４つの制度があり，特にベトナム，インドネシア，

ミャンマー出身者が増加している 1)．一方，中国も高齢化問題に直面し，2024 年に高齢化率が 15.6%に達し，高齢化社

会に突入している 2)．中国では介護分野で豊富な知識と経験を持つ日本に関心が寄せられており，人材育成の交流が

進んでいるものの，中国は未だ介護職員に関する資格制度の整備が十分ではなく，日中間の制度や文化の相違が育成

や定着を難しくしている．加えて，中国側の送り出し機関では事前に日本語や介護技術の教育を行うものの，民間機

関が中心で教育水準にばらつきがあり，日本での業務や生活に戸惑う事例がみられる．そこで，本研究では，中国人介

護人材の育成，受入，定着に焦点を当て，中国側送り出し機関の教育内容，日本側の受入施設の状況とキャリア意向に

ついて明らかにすることを目的とした． 

【方法】 

厚生労働省の「中国語の対応が可能な介護事業所一覧」から中国人スタッフが在職する 55 施設を選択し，調査依頼文

書を送付した．同意を得た中国人介護職員 3 人にアンケートを配布し，さらに追加でスノーボール式サンプリング法

により協力者にも依頼した．本研究の説明後，Web 調査票を配布し，2024 年 10 月から 11 月に実施した．主な質問項

目は「送り出し機関での学習内容」「受け入れ施設に望む機能」「今後のキャリア発展」などとした．最終的に，44 人

から回答を得られた．また，1名の施設管理者と 3 名の中国人介護職員に対し，Zoom および電話で約 30 分の半構造化

インタビューを実施し，逐語録を作成し，KJ 法を用いて分析を行った． 

【結果】 

インタビュー分析の結果，【介護職員を始めた理由】【職場環境】【語学の壁】【教育と研修の支援不足】【心理的サ

ポート】【キャリア開発】【制度と政策の支援】に分類された．また，アンケートの結果からは，47.7％の介護職員が

日本での就労を継続している一方で，来日前後に習得した知識やスキルに偏りがあると回答した者が 72.7％に上り，

実務とのギャップが明らかとなった．将来的には，「母国における研修内容の充実」や「心理的サポートの強化」「労

働環境の改善」などが望まれている． 

【考察】 
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来日前に十分な日本語学習が必要であり，特に介護現場における専門用語の理解が重要であることは，黄の研究 3)と

も一致していた．加えて，ストレスが離職率に影響することから，専門用語の簡素化に加え，文化適応面や心理的サポ

ートの強化が，介護職員の職場適応や定着に有効と考えられた．さらに，知識や生活情報を共有するプラットフォー

ムの構築は，介護知識・技術の習得や職場の課題解決に寄与すると期待された．そのうえで，専門性の向上や昇進制度

を含むキャリア形成に関する相談機会の提供が，持続的な人材育成，受入，定着環境にとって重要であると考えられ

た．一方，中国に帰国を希望する介護職員に対しては，習得した先端的介護知識・技術を中国で広めることが期待され

ることから，帰国後就労支援および研修プログラム構築が求められる． 
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